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献をした。1878年のアメリカでは、エドガー・アラン・ポオ (Edgar Allan Poe)に続く推





































される。クリスティーは、ポアロとヘイスティングズは、アーサ ・ーコナン・ドイル (Arthur 









た』(And Then There Were None)、『終りなき夜に生れつく』(Endless Night)、『カー
テン』(Curtain)などで発展されていった。 
短編集『おしどり探偵』(Partners in Crime)では、トミー(Tommy)とタペンス(Tuppence)
という夫婦が、ドイルのシャーロック・ホームズや R・A・フリーマン(R. A. Freeman)の
ソーンダイク博士(Dr. Thorndyke)、G・K・チェスタートン(G. K. Chesterton)のブラウン




























































































































新的な女性推理小説家たち、グリーン (Anna Katharine Green, 1846-1935)、クリステ
ィー (Agatha Christie, 1890-1976)、セイヤーズ (Dorothy Leigh Sayers, 1893-1957)、









 本編は、第一章「Agatha Christieと A. K. Green」、第二章「Agatha Christieと Dorothy 
L. Sayers」、第三章「Agatha Christieと P. D. James」から成る。第一章では、クリス
ティーがアメリカのグリーンから受けた影響について、またクリスティーの描写の巧妙な
テクニックや、クリスティーが『おしどり探偵(Partners in Crime, 1929)』で描いた、シ
ャーロック・ホームズを始めとする名探偵たちからのパスティーシュが考察される。クリ
スティーは幼少期から、グリーンの『リーヴェンワース事件 (The Leavenworth Case, 
1878) 』を始めとして、実に多くの推理小説を精読していた。クリスティーの読書に対す
る情熱は作家になってからも続いており、同時代に活躍したセイヤーズや、アメリカのデ






















 Murder of Roger Acroyd ［『アクロイド殺し』］の慎重な記述」、「二つの意味と隠された
真実」、「And Then There Were None［『そして誰もいなくなった』］での虚偽」において論
述を進める。特に『アクロイド殺し』における、世界的に有名な叙述トリックを『そして
誰もいなくなった』のレトリックに絡めながら指摘する。 















 第二章の第二節「Christieの Sayers批評」は、３つの区分け「Lord Edgware Dies［『エ





 第三章の第一節「Greenから Jamesまでの女性探偵の変遷」では、 







リア・グレイの役割」、「『わが職業は死』[Death of An  













クリスティーの後継者と呼べるのは、キャロリン・G・ハート(Carolyn Gimpel Hart, 
1936-)であるとして、その女性探偵の造型およびインターテクストの点から、『クリス
ティー記念祭の殺人』(The Christie Caper, 1991)を評価している。 
 以上の三章にわたる考察が本論文の要旨である。クリスティーとセイヤーズとの比較
検討、またクリステティーとジェイムズとの比較検討など多々、評価すべき論点が提示
されているが、本論文の最も大きな貢献は、ミステリー性の尊重を標榜する動向につい
ても配慮しながら、これまで長年にわたって研鑽を重ねてきた「クリスティーの魅力」
の解明を中核に据え、アメリカのグリーンやハートを含めた観点から、女性推理小説家
の伝統を確認し、広範な知識に基づいて再検討したことである。 
 しかしながら今後への課題が幾つか残る。基本的文献に関する言及の欠如、モチーフ
の分類作業から本質的な分析にまで考察が十分に浸透していない点を含め、全体的に論
述が総花的になっている。ある程度は図式的になることを恐れず、具体的な場面を根拠
にした検証が必要である。作品のストーリー紹介に紙幅が割かれすぎている面は否めな
い。作家を比較する上での論拠を明示するには、複数の作品を網羅的に取り上げての説
得よりも、ある特定の登場人物の人物造形や特定の主題、例えば「語り手」をもとに、
具体的な場面を引用して綿密に考察する必要がある。作家間の影響関係の考察には、客
観性をもたせるための先行研究、自伝、書簡などによる裏付けが、さらに必要だ。英文
の引用に続けて日本語で要約するパターンが目につくことも気にかかる。 
これらの課題を踏まえた上で、なお、「推理小説には、犯罪者や犯罪の手段が暴かれる
過程を読む楽しみと同時に、人間の心理の複雑さを堪能する楽しみもある。両者の醍醐味
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を卓抜なトリック構成とストーリーテラーぶりで実現してみせたアガサ・クリスティーは、
やはり推理小説の最大の貢献者である」と締めくくる結論は評価したい。 
本論文ならびに最終試験で示された、稿者の推理小説そのものへの深い関心から、稿者
には文学研究者として発展する可能性が見出された。稿者の今後のさらなる精進によって
結実するであろう研究成果への期待も込めて、本学位審査委員会は、本論文を合格とする
ことが妥当であるとの結論に達した。 
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